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本
書
は
、
画
像
研
究
、
都
市

・
建
築
研
究
、
観
光
研
究
、
文
学
研

究
を
接
合
す
る
意
欲
的
な
試
み
で
あ
る
。
各
論
考
は
、
戦
前
の
絵
葉

書
や
写
真
が
中
国
や
台
湾
、
シ
ベ
リ
ア
や
朝
鮮
半
島
、
南
洋
へ
の
関

心
を
高
め
、
異
国
の
旅
へ
の
恋
葱
、
海
外
へ
の
移
住
や
資
本
投
資
ヘ

の
夢
を
い
ざ
な
う
役
割
を
も
は
た
す
社
会
的
記
号
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
近
年
の
画
像
研
究
の
進
展
は
目
覚
し
く
、
絵

葉
書
や
古
写
真
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
も
文
化
資
源
で
あ
る
と
い
う
認
識

は
研
究
者
に
も
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
種
の
非
文
字
メ
デ
ィ
ア

が
描
く
イ
メ
ー
ジ
は
、
建
築
や
都
市
、
景
観
と
の
親
和
性
が
も
と
よ

り
高
い
。
土
木
学
会
は
、
早
く
か
ら
こ
う
し
た
点
に
注
目
し
て
独
自

(l
)
 

の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
公
開
し
て
い
る
し
、
本
書
の
執
箪
陣
も

学
習
院
大
学
の
所
蔵
資
料
を
渉
猟
し
て
、
そ
の
点
を
検
証
し
て
い
る
。

箪
者
が
近
年
の
画
像
研
究
の
展
望
に
期
待
す
る
の
は
、
ウ
ェ
ブ
上

で
も
画
像
の
国
際
的
な
共
有
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
写
真

の
共
有
を
目
的
と
し
て

Y
a
h
o
o
!
が
運
営
す
る

Fli
c
k
r
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
が
、
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
地
域
研
究
研
究
所
グ
ロ
ー
カ

ル
情
報
ネ
ソ
ト
ワ

ー
ク
も
、
米
国
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
大
学
の
ポ
ー

ル
・
バ
ー
ク
レ
イ
教
授
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
葉
書
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
国
際
的
に
連
携
さ
せ
る
「
L
i
n
k
e
d
A
r
c
h
iv
e
 o
f
 A
s
ia
n
 

P
o
s
t
c
a
r
d
s
」
の
構
築
を
進
め
て
い
る
（
上
図
参
照
）
。

と
こ
ろ
が
、
画
像
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
標
準
化
し
、
画
像
の
相
互

運
用
を
容
易
に
す
る
ト
リ
プ
ル
ア
イ
エ
フ

(I
n
t
e
r
n
a
tional
I
m
a
g
e
 

Interoperability 
F
r
a
m
e
w
o
r
k
 
(IIIF)
)

が
登
場
す
る
と
、
世
界

の
著
名
な
大
学
図
書
館
や
大
英
図
書
館
、
ハ
チ
カ
ン
の
図
書
館
も

が
、
こ
の
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
に
踏
み
切
っ
た
（
次
頁
の
左
上
図

(2
)
 

参
照
）
。
ト
リ
プ
ル
ア
イ
エ
フ
は
、
世
界
各
地
に
孤
立
し
、
散
逸
し
た

画
像
資
料
を
容
易
に
連
携
で
き
る
画
期
的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
の

で
あ
る
。
国
際
的
な
画
像
資
料
の
共
有
に
よ
っ
て
、
日
本
で
は
絵
葉

書
研
究
が
「
帝
国
」
圏
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
段
階
か
ら
、
世
界
各
地

で
作
成
さ
れ
た
画
像
資
料
と
の
国
際
比
較
に
恙
手
す
る
条
件
が
整
っ

た
。
こ
う
な
る
と
、
絵
葉
書
に
描
か
れ
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
利
用
者
の

主
観
的
解
釈
で
は
な
く
、
数
量
的
な
分
析
を
も
と
に
検
証
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
画
像
資
料
の
可
視
化
の
方
法
も
多
様
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

A
I
技
術
を
用
い
て
白
黒
画
像
を
自
動
で
色
彩
化
で
き
る
技
術
も
開

(
3
)
 

発
が
進
め
ら
れ
、
ま
た
こ
れ
を

S
N
S
や
G
o
o
g
l
e
E
a
r
t
h
と
組
み

合
わ
せ
て
、
人
び
と
の
失
い
つ
つ
あ
る
記
憶
の
呼
び
起
こ
し
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
試
み
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
―
つ
の
斬
新
な
可
視

化
の
手
法
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
写
真
と
現
在
の
そ
れ
と
を
重
ね

{
5
)
 

合
わ
せ
る
「
T
h
e
G
h
o
s
t
s
 of W
o
r
l
d
 W
a
r
 II
」
、
鎌
倉
の
「
今
」
と
「
昔
」

の
写
真
を
容
易
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ
「
鎌
倉
今
昔

写
真
」
、
そ
し
て
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
ー
を
用
い
て
都
市
景
観
を

3

D
化
し
て
再
現
し
よ
う
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
1
9
6
4

T
O
K
Y
O
 

(7
)
 

V
R
」
な
ど
が
あ
る
が
、
共
通
し
て
い
る
の
は
過
去
と
現
在
の
往
来

を
容
易
に
す
る
と
い
う
手
法
で
あ
る
。
こ
う
し
た
画
像
の
可
視
化
の

貴

志

旅

の

お

わ

り

に

|

|
描
か
れ
た
近
代
都
市

・
建
築
を
め
ぐ
っ
て

俊

彦
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試
み
は
、
イ
メ
ー
ジ
が
特
定
の
意
味
内
容
に
固
定
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
時
代
の
記
憶
や
使
用
場
所
、
思
念
に
よ
っ
て
変
異
す
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。

た
だ
、
今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
に
よ
る

画
像
分
析
や
可
視
化
だ
け
で
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
対
象
物
の
意
味
や

意
義
を
明
ら
か
に
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
画
像
研
究
は
、
文
字
資

料
や
証
言
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
な
ど
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
成
立
す
る

の
で
あ
る
。
都
市
や
建
築
を
語
る
場
合
は
、
設
計
や
建
築
に
携
わ
っ

た
各
企
業
の
設
計
図

・
施
工
図
、
資
材
に
関
す
る
記
録
、
行
政
機
関

の
都
市
計
画

・
整
備
に
関
す
る
文
書
、
当
該
地
で
発
行
さ
れ
た
新

聞
、
関
係
者
が
発
行
し
た
雑
誌
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
を
訪

れ
た
人
び
と
の
日
記
、
文
学
、
旅
行
記
、
手
紙
な
ど
が
、
検
証
の
た

め
の
重
要
な
素
材
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
有
用
性

が
認
識
さ
れ
る
前
に
も
、
す
で
に
藤
森
照
信
グ
ル
ー
プ
が
中
国
の
研

究
者
と
と
も
に
、
『
中
国
近
代
建
築
総
覧
』
全
一
三
巻
、

一
九
八
九

年
（
中
国
近
代
建
築
史
研
究
会
・日
本
ア
ジ
ア
近
代
建
築
史
研
究
会
）
、

一
九
九

二
＼
九
六
年
（
中
国
建
築
工
業
出
版
社
）
な
ど
を
発
表
し
、

し
っ
か
い

各
種
文
書
や
非
文
字
メ
デ
ィ
ア
、
悉
皆
調
査
に
基
づ
き
、
都
市
や
建

(8
)
 

築
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
っ
た
。

む
ろ
ん
、
本
書
に
は
少
な
か
ら
ず
課
題
も
あ
る
。
取
り
上
げ
ら
れ

た
都
市
の
住
民
、
そ
こ
を
訪
れ
た
人
び
と
は
、
日
本
人
だ
け
で
は
な

か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
国
際
都
市
や
交
錯
す
る
文
化
都
市
と
し
て
の

多
様
な
側
面
に
つ
い
て
の
検
証
が
必
要
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
そ
の
た

め
に
は
多
言
語
資
料
、
「
帝
国
」
圏
以
外
で
発
行
さ
れ
た
非
文
字
メ

デ
ィ
ア
の
利
用
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
本
書
を
手
が
か
り
と
し
て
、

画
像
、
都
市
・建
築
、
観
光
な
ど
の
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
マ
ル
チ
ア
ー

カ
イ
ブ
を
援
用
す
る
人
文
学
的
な
研
究
手
法
の
習
得
を
ぜ
ひ
志
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

た
だ
本
書
が
示
す
よ
う
に
、

多
様
な
機
能
を
備
え
る
都
市
や
建
築

が
今
日
の
社
会
に
と
っ
て
い
か
な
る
「
遺
産
」
と
し
て
の
意
味
を
持

ち
う
る
の
か
を
見
出
そ
う
と
す
る
点
は
、
今
後
も
継
承
さ
れ
て
よ
い
。

「
旅
」
と
い
う
ソ
フ
ト
な
ア
ク
テ
イ
ビ
テ
ィ
を
前
面
に
だ
し
な
が
ら

も
、
突
き
詰
め
て
い
う
と
、
そ
の
背
後
に
は
簡
単
に
建
築
を
破
壊
す

る
日
本
の
社
会
、
歴
史
的
意
義
を
看
過
し
た
ま
ま
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
進
め
る
中
国
の
文
化
へ
の
現
代
的
批
判
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。注(

1
)

「
土
木
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
プ
ス
」

h
t
t
p
:＼
¥

 w
w
w
.J
s
c
e
.or.Jp ¥
 

librar
y
 ¥
 ar
c
h
i
v
e
s
 ¥
 in
d
e
x
.h
t
m
l
0
 

(
2
)
嵩
野
明
彦
（
国
立
情
報
学
研
究
所
）
、
北
本
朝
展

（人
文
学
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
共
同
利
用
セ
ン
タ
ー
）
、
永
崎
研
宣
（
一
般
財
団
法
人
人
文
情
報
学
研
究
所
）

ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
ト
リ
プ
ル
ア
イ
エ
フ
の
開
発
や
啓
蒙

普
及
活
動
を
進
め
て
い
る

(
h
t
t
p
:¥
¥
 iiifjp ¥）。

(3
)

石
川
博

（早
稲
田
大
学
）
た
ち
の
デ
ィ
ー
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た

手
法
が
あ
げ
ら
れ
る

(h
t
t
p"＼
¥

 hi
.c
s
.w
a
s
e
d
a
.a
c
.j
p
:
8
0
8
2
 ¥）。

(4
)

渡
遥
英
徳

（首
都
大
学
東
京
）
は
、
府
料
の
；
フ
ロ
ー
:
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
創
発
に
よ
る
記
憶
の
継
承
を
試
み
る
手
法
を
「
記
憶
の
解
凍
」
と

呼
ん
で
い
る

(https:＼
＼
 t
w
i
t
t
e
r
.
c
o
m
 ¥
 hw
t
n
v
)
。

(
5
)
「

G
h
o
s
t
s
of 
H
i
s
t
o
r
y」

(h
t
t
p
s
"¥
¥
 w
w
w
.
f
a
c
e
b
o
o
k
.c
o
m
 ¥
 th
e
n
a
n
d
n
o
w
 

g
h
o
s
t
s
o
f
h
i
s
t
o
r
y
)
。

(6
)

面
白
法
人
カ
ヤ
ソ
ク
「
鎌
倉
今
昔
写
真
」
(h
t
t
p
s"＼
¥

 w
w
w
.k
a
y
a
c
.c
o
m
 ¥
 

s
e
r
v
i
c
e
 ¥
 client ¥
 14
0
1
)
。

(7
)

こ
の
試
み
は
、
齋
藤
梢

一
（
ラ
イ
ゾ
マ
テ
ィ
ク
ス
）、
土
屋
敏
男

（日
本
テ

レ
ビ
）、
永
田
大
輔

(D
I
S
T
A
N
T
 D
R
U
M
S
)
ら
が
発
足
さ
せ
た

一
般
社
団
法

人
1
9
6
4
T
O
K
Y
O
 V
R
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
(h
t
t
p
s"¥
＼
 
1
9
6
4
t
o
k
y
o-v
r
.
 

o
r
g
 ¥
）。

(8
)

こ
の
ほ
か
、
村
松
伸
で上
海
1

都
市
と
建
築
一
八
四
ニ
ー

一
九
四
九
年
j

(P
A
R
C
O
出
版
局
、
一
九
九

一
年
）、

正
坦

•

藤
森
照
信
監
修

「全
調
査
東

ア
ジ
ア
近
代
の
都
市
と
建
築
」
（筑
磨
書
房
、

一
九
九
六
年
）
の
ほ
か
、
越
沢

明

「満
州
国
の
首
都
計
画
1

東
京
の
現
在
と
未
来
を
問
う
」
（日
本
経
済
評

論
社
、
一
九
八
八
年
）
、
西
沢
泰
彦

「海
を
渡

っ
た
日
本
人
建
築
家
ー
ニ
0

世
紀
前
半
の
中
国
東
北
地
方
に
お
け
る
建
築
活
動
J

(彰
国
社
、

一
九
九
六
年
）

な
と
も
、
い
ま
や
不
可
欠
の
入
門
書
で
あ
る
。
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